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北九州市民の会 検索

　9月 26日、「学校給食の無償化をめざす会」
は、市議会議会棟にて、集めた署名を提出す
る「議会にお渡し会」を開催しました。
　50 人ほどが集まり、熱気むんむんの会場
で各区や団体から集まった署名の集約作業と、
各会派の担当者を迎えて、紹介議員の承諾の
可否をうかがっていきました。
　紹介議員になった会派は、日本共産党 8人

全員と村上さとこ・井上しんご議員でした。署
名は、議会事務局に手渡されました。
　また、同日、「高齢者補聴器購入助成制度の
創設を求める会」も集められた署名を議会に
個人署名 10632筆、団体署名 25筆を提出し
ました。。
　両署名とも、12月議会にむけ、ひきつづき
署名を上積みし、採択を勝ち取りましょう。
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　2015 年９月 19 日の安保
法制強行成立から１０年目を
迎えた 9月 19日、「平和をあ
きらめない北九州ネット」は、
小倉駅と折尾駅であらためて
怒りを共有し、今後の闘いに
勢いをつけようと街宣を行い
ました。
　全港湾青年部や、地区労連
のみなさんも参加し、にぎや
かに訴えることができました。
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　9月 16日午後、小倉南生涯学習センタ－で上
記公開講座が持たれました。今年はシンポジュウ
ム形式で、学校給食無料化と子どもの人権につい
て、自由、活発に討論していただく企画となりま
した。75名が参加しました。
　総合司会は、佐野哉夫さん（全教北九州）、コ－
ディネ－タ－は高瀬菜穂子さん（元県議、中学教
諭）、パネラ－は、宮崎雄士さん（学校給食無料化
署名運動について）、前田由美子さん（学校給食の
現状）、大島正さん（学校の人権教育の現状）、植
山光朗さん（小 6と中学教科書の身分・賤称は学
校で教えない）の面々でした。
　会場からの意見も飛び交い、活発で有意義な公
開講座でした。
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　10月12日（土）、憲法ネットが第２１回総会と記念講演を開催しま
した。憲法ネット２０年の歩みをまとめたパンフレットが参加者全員に
プレゼントされました。
　荒牧座長の開会あいさつ。ついで、冨士本事務局長が活動経過、活動
提案、会計報告、役員人事につき、一括報告し、承認されました。
　渡辺氏は「軍拡、改憲の新段階にいかに立ち向かうか？」の題名で「岸
田時代に日米軍事同盟・「戦争する国」づくりは新段階に突入した」「改
憲と軍拡でアジアと日本の平和は実現するのか？」について記念講演を
おこないました。

　11月７日、北九州市議会の教育文化委員会で、学校給食無償化を求める
請願署名（２４０３３筆）について審議が行われました。
　学校給食の無償化をめざす会を代表して口頭陳述した細川さんは、署名運
動を通じて寄せられた保護者の思いや要望を紹介し、「安心・安全な給食を
無償で」の訴えに、多くの共感が広がり２万３千を超える署名となっている
と訴えました。
　議員からは、実施を国に求めることや市として無償化への段階的な実施を
求める意見などが相次ぎました。
藤沢議員の請願署名に対する認
識についての質問に教育委員会
の担当部長は「請願署名を重く
受け止めている」と答弁。また、
永井議員は「市長へ無償化の決
断を教育委員会として迫ってい
ただきたい」と強く要望して、
請願は継続審査としました。
　委員会を傍聴した方からは「７
日の委員会を前に議員さんへの
要請をしたことはよかった」「全
議員が発言されて、無償化を否
定する意見はなかった」「委員会
の審議を通じて、教育委員会が
無償化を否定する従来の答弁は
なかった。できなくなったと思っ
た」「一歩進んだと実感した、署
名を取り組んで良かった」など
の感想が述べられました。
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　11月 9日（土）「平和とくらしを守る北九州市民の会」は、九州・沖縄
における軍事化の実態と背景を学ぼうと、第16回市民講座をひらきました。
講師は日本共産党中央委員会基地対策委員会責任者の小泉親司氏。
　小泉氏は、核攻撃を想定した沖縄南西諸島でのミサイル配備や、民間の
土地、施設を利用しての避難訓練の実態を解説。集団的自衛権や、5年間で
43兆円の大軍拡で財源が全く示されていない問題点をあげ、草の根から反
対の世論をつくっていくこと、ASEAN（東南アジア諸国連合）での取り組
みに学んでいくことを呼びかけました。
　また、行橋市の徳永克子市議が、航空自衛隊築城基地の問題を報告。米軍
による司令の下で訓練が激化している現状を訴えました。
　参加者からは質問、意見が活発に交わされました。小泉氏は、大軍拡反対
のたたかいで「国民生活からの観点で訴えていく必要がある」と強調しまし
た。

〝軍事基地化に反対〝軍事基地化に反対〟の運動強化へ〟の運動強化へ
日本共産党中央委員会基地対策委員会 小泉親司氏 講演市民の会主催市民の会主催

市民講座市民講座

講演する小泉さん

想いのこもった署名を議会へ

そそのの数、

こもった署名を議会

、

もった 会名を議会署名

筆筆！！ 


